
謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
詞
を
も
う
し
あ
げ
ま
す

旧
年
中
は
格
別
な
る
ご
厚
誼
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
愛
顧
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　

東
京
青
年
会
議
所
は
設
立
よ

り
、昭
和
、平
成
そ
し
て
令
和
と

時
代
と
と
も
に
様
々
な
社
会
課

題
と
向
き
合
い
、明
る
い
豊
か
な

社
会
の
実
現
と
い
う
理
念
の
も

と
運
動
を
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
設
立
当
初
よ
り
変
わ
ら

ず
、日
々
自
ら
の
成
長
の
た
め
に

研
鑽
を
重
ね
、多
く
の
人
財
が
社

会
で
活
躍
す
る
こ
と
で
歴
史
を

紡
い
で
き
た
の
で
す
。本
年
７
２

年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、偏
に
多
く
の
皆
様
か

ら
の
お
力
添
え
に
よ
る
賜
で
あ

り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
社

会
に
大
き
な
影
を
落
と
し
、そ
の

拡
大
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。こ

の
拡
大
は
人
々
の
行
動
様
式
を

変
え
、価
値
観
ま
で
を
も
変
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う

な
社
会
的
転
換
点
を
現
在
進
行

形
で
迎
え
る
中
、本
年
、私
た
ち

東
京
青
年
会
議
所
は「
Y
o
u 

c
a
n 

c
r
e
a
t
e 

t
h
e 

w
o
r
l
d
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
、自
ら
の
理
想
を
掲
げ
、理
想

を
実
現
す
る
た
め
の
運
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
東
京

青
年
会
議
所
を
取
り
巻
く
環
境

も
日
々
変
化
し
て
お
り
ま
す
。時

代
に
迎
合
す
る
の
で
は
な
く
、設

立
趣
意
書
に
あ
る「
原
点
」を
守

り
、時
代
に
即
し
た
組
織
改
革
を

行
う
こ
と
で
、さ
ら
に
時
代
に
求

め
ら
れ
る
組
織
と
進
化
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、明
る
い
豊
か
な
社

会
の
実
現
に
向
け
、何
卒
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新年のご挨拶

公益社団法人東京青年会議所
第72代理事長

外口 真大



東京青年会議所メンバーの皆様へ

明けましておめでとうございます。2021年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　昨年１月にわが国で初めての新型コロナウィルス感染者が報告されてから早１年が経とうとしています。わが国
経済全体は、緊急事態宣言が発令された昨年４～６月期のＧＤＰがリーマンショック時を超える戦後最大の落ち
込みを記録した後、７～９月期には持ち直しの動きへと転じました。しかし、秋以降に再び感染が拡大する中、そ
の後の回復に向けた足取りは依然として重いままです。
　近代日本資本主義の父であり、東京商工会議所初代会頭の渋沢栄一翁は、関東大震災の混乱の渦中にあって
も「逆境の時こそ、力を尽くす」自らの信念によって、晩年にあってなお、わが国を立て直すべく精力的に奔走され
ました。渋沢翁の意志を受け継ぎ、本年も東京商工会議所は首都東京における事業者の皆様を支え、その発展
のために総力を挙げて努力を尽くしてまいります。
　加えて、本年いよいよ開催が見込まれる東京オリンピック・パラリンピックを、復興五輪であると同時に、感染拡
大防止と社会経済活動を両立させる具体的なプロジェクトとして位置付け、国民運動を盛り上げていきたいと考
えておりますので、皆さまの多大なるご支援、ご協力をお願いします。
本年が東京青年会議所の皆様にとって実り多き一年となりますことを祈念いたします。

謹んで新春のお祝いを申し上げます
　２０２１年度は、コロナ禍中での幕開けとなりますが、皆様におかれてはお健やかに新春をお迎えのことと存じます。昨年
３月頃から日本でも本格的に新型コロナウィルス感染症の感染拡大が大きな社会現象となりましたが、その猛威はとどま
るばかりか、今もなお拡大傾向にすらあります。
　オンライン会議、オンライン会食など今まで聞き慣れなかった言葉、方式の対人コミュニケーションを用いて日常を過ごす
ことに当初ほどの違和感はなくなったかも知れませんが、誰も予想しえない状況下で青年の運動を続ける覚悟をお持ちの
ＪＣI東京メンバー各位には心からの敬意を表します。
　本年度は、外口理事長が掲げるスローガン「You can create the world」を実現するために、今後予想される経済的危機
を如何に乗り越えていくのかという手腕が問われる年になろうかと存じます。経済的課題は、日本のみならず世界的に大き
な課題となるので、東京から発信する新たな世界観に大きな期待を寄せるところであります。
　先達が数々の苦難を乗り越えてきたとおり、未曽有の国難ともいえるこの時代だからこそ出来ることは必ずあるものと存
じます。東京ＪＣシニアクラブとしては、ＪＣI東京現役メンバーにとって頼れる存在であり続けたいと考えています。末筆な
がら、２０２１年度ＪＣI東京並びにメンバー各位の健闘をご祈念申し上げ、新春のご挨拶とさせて頂きます。

東京JCシニアクラブ 第53期世話人代表

松本 直勝

公益社団法人東京青年会議所の皆様、新年おめでとうございます
　日頃より公益社団法人日本青年会議所に対し、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　新たな時代の幕開けとなる本年度は、外口真大理事長のもと、「You can create the world～未来を構想し、新たな世界
を東京から～」をスローガンとして掲げられ、東京の経済の再興と、地域コミュニティの重要性に関する事業の推進をはじ
めとした持続可能な地域を創るために、社会課題に対し、変革の起点となる運動を展開される事にご期待申し上げます。
　本会としては、「輝く個が切り拓く　真に持続可能な国　日本の創造」を掲げ、あらゆるカウンターパートと共鳴し、新た
な価値を共創し、共感の輪を描く運動を展開してまいります。引き続き本会に対し、深いご理解、ご支援を賜るとともに、大
いにご活用頂ければ幸いです。
　結びに、貴青年会議所のさらなるご発展、並びに地域において素晴らしい成果を出されること、先輩諸氏、現役会員の皆
様にとって実り多き一年となられますことを心よりご祈念申し上げます。
　Idea＆Action　光を放つ起点となろう！

公益社団法人日本青年会議所 会頭

野並 晃

東京商工会議所 会頭

三村 明夫


